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伊方発電所第３号機主給水ポンプウォーミング配管のサポートの外れ他 

１件にかかる報告書の提出について 

 

 

 平成 15 年 12 月に発生しました伊方発電所第３号機主給水ポンプウォーミン

グ配管のサポートの外れ他１件につきまして、その後の調査結果がまとまりま

したので、安全協定第 11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 

 

以 上 
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１．件 名 

   伊方発電所第３号機 

主給水ポンプウォーミング配管のサポートの外れについて 

 

２．事象発生の日時 

   平成１５年１２月 ８日 １８時１０分頃（発見） 

 

３．事象発生の設備 

   主給水配管（主給水ポンプウォーミング配管） 

 

４．事象発生時の運転状況 

   第７回 定期検査中 
 

５．事象の概要 

伊方発電所第３号機は、第７回定期検査中のところ１２月８日１８時１０分頃、

主給水ポンプのウォーミング配管５箇所でスライド式配管サポート＊１が外れて

いることを保修員が発見した。 

   調査の結果、点検のため水を抜いていた主給水ポンプの配管（出口配管、ウォ 

ーミング配管）に水張りした際、空気抜きが十分でなく、主給水ポンプの配管に

空気が残留した状態で電動主給水ポンプを起動し水圧がかかったことから、残留

していた空気が圧縮・反発して圧力変動が発生し、その圧力変動による力でウォ

ーミング配管が一時的に動いて配管サポートが外れたものと推定された。 

   このため、ウォーミング配管の健全性を確認し、配管サポートから外れたウォ

ーミング配管５箇所を元の状態に復旧するとともに、再度、配管内の空気抜きを

十分に行った後、電動主給水ポンプを起動して異常の無いことを確認し、１２月

９日１８時１０分、通常状態に復旧した。 

  なお、本事象に伴う環境への放射能の影響はなかった。 

    

                      （添付資料－１、２） 

 

＊１ スライド式配管サポート：熱膨張等による水平方向の変位を生ずる配管

の支持をするサポート 

 

６．事象の時系列 

１２月 ８日 

１８時１０分頃 主給水ポンプウォーミング配管サポートの５箇所の外れ 

発見   

サポートの外れ復旧および配管の健全性確認開始 

１２月 ９日 

      １１時５４分  原因調査のため電動主給水ポンプ起動        

      １１時５９分  出口弁を開したところ、再度サポートが外れ、事象再現 
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      １２時００分  電動主給水ポンプ停止、出口弁閉 

      １６時３０分～ 主給水ポンプ出口配管の空気抜き実施 

１７時４０分  

１７時４０分頃 サポートの外れ復旧および配管の健全性確認終了（異常

なし） 

１７時４６分  電動主給水ポンプ起動、出口弁開 

１８時１０分  サポート及び配管に異常がないことを確認 

 

 

７．調査結果 

   サポートが外れた原因について下記の通り調査を実施した。 

 

（１）配管サポートの点検状況 

    当該配管サポートについては、今回定期検査開始後の９月２５日に外観目視

点検を実施しており、その際、異常のないことを確認していた。 

    その後、当該配管に外力が加わるような作業は実施していなかった。 

 

（２）外れた要因 

    配管内部流体に起因する力の作用が考えられることから、当該配管を含む系

統に関する運転操作の状況について調査した。 

  

ａ．隔離復旧及び機能試験 

当該配管を含む主給水配管全体については、定期検査作業のため水抜きを

実施していた。 

作業終了後、１２月３日、給水ブースタポンプＣを起動し、主給水ポンプ

出口配管の空気抜き弁を使用して系統の水張り空気抜き操作を行った。 

引き続き、電動主給水ポンプを起動し、同ポンプ出口弁を開とする機能試

験を実施しており、この時、系統には電動主給水ポンプの吐出圧が加わって

いた。 

 

ｂ．再現確認 

１２月９日、機能試験時と同じ系統構成で再度電動主給水ポンプを起動し

たところ、鈍い音とともに配管サポートが外れ、事象が再現した。このため、

電動主給水ポンプを停止し、主給水ポンプ出口配管の空気抜きを実施したと

ころ残留空気が排出された。 

   空気抜きを十分に行った後、電動主給水ポンプを起動した結果、配管、サ

ポートとも異常は認められなかった。 

    

以上の調査結果から、１２月３日の機能試験において、主給水ポンプ出口配

管に空気が残留している状態で電動主給水ポンプを起動したことから、水圧に

より配管内の残留空気が圧縮・反発して圧力変動が発生し、主給水ポンプウォ

ーミング配管全長にわたり力が加わり配管サポートが外れたものと推定される。 
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（３）空気が残留していた要因 

ａ．今回の運転操作 

   当該系統の水張り空気抜き操作を実施した運転員から操作状況を聴取した

ところ、予め定めた手順どおり実施しており、また、空気抜き終了の確認も

適切に行われていた。  

 

ｂ．系統構成 

   当該系統の系統構成・配置状況について調査した結果、今回使用した給水

ブースタポンプＣで水張り空気抜きを実施した場合、水の流れは主給水ポン

プの出口配管に向かい、タービン動主給水ポンプにつながるウォーミング配

管内に空気が残留しやすい状況にあることが確認された。 

 

ｃ．過去の操作実績 

   当該系統の水張り空気抜き操作は、毎定期検査実施しており、これまでの

操作実績について調査した。その結果、同様に給水ブースタポンプＣを用い

て水張り空気抜きを実施した事例はあるものの、同様の事象は発生していな

い。これは水張り空気抜き完了から電動主給水ポンプの起動までに期間があ

り、その間に２次系クリーンアップなどの他の作業で通水されていたため、

この間に残留していた空気が押し出されていたことによるものと考えられる。 

    

以上のことから、今回、給水ブースタポンプＣを使用して水張り空気抜きを実

施したため、ウォーミング配管内に空気が残留し、同ポンプ停止後、時間の経過

とともにウォーミング配管よりも高い位置にある出口配管に移動し、数時間後に

実施した電動主給水ポンプの起動により圧力変動の発生に至ったものと考えら

れる。 

  

８．推定原因 

配管サポートが外れた原因は、給水系統配管の水張り空気抜きの際、空気が残

留しやすい配管ルートを使用したこと、水張り空気抜き終了後、引き続き電動主

給水ポンプを起動したことから、残留していた空気が圧縮・反発して圧力変動が

発生し、その圧力変動が主給水ポンプウォーミング配管全体に作用したためと推

定される。 

（添付資料－３） 

 

９．対 策 

（１）配管（配管長５５ｍの外表面）の目視点検、溶接部（５５箇所）の液体浸透探

傷検査により配管の健全性を確認し、配管サポートを元の位置に復旧するととも

に、再度、配管内の空気抜きを十分に行った後、電動主給水ポンプを起動して異

常の無いことを確認した。 

 

（２）主給水系統の水張り操作手順書に下記の事項を反映した。 

・主給水系統の水張り空気抜きにはウォーミング配管の空気が残留しやすい箇

所に給水を流すことができる主給水Ｂ系統を使用（給水ブースタポンプＢを

水張りに使用）すること。 
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・ウォーミング配管の水張り空気抜き操作を実施した後、一定時間経過後に再

度主給水ポンプ出口配管部の残留空気の有無を確認すること。 

 

（３）他の系統において、ポンプから空気抜き弁までの配管を対象にして、類似事象

発生の可能性について検討した結果、当該系統以外に問題となる系統はないこと

を確認した。 

以  上 
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添付資料－１   主給水ポンプウォーミング配管概略図 

 

添付資料－２   主給水ポンプウォーミング配管サポート状況 

 

添付資料－３   ウォーミング配管サポート外れのメカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－１添付資料  

　主給水ポンプウォーミング配管概略図
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 添付資料－２ 

主給水ポンプウォーミング配管サポート状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水ポンプウォーミング配管サポート概略図 
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１．  主給水配管水張り
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２．  残留空気の移動
　　ウォーミング配管内の残留空気が高
　　所の主給水ポンプ出口部の配管内
　　に移動 ウォーミング配管の水平部の

空気が主給水ポンプ出口部
に移動

タービン動
Ａ主給水ポンプ 

M

電動主給水
ポンプ

タービン動
Ｂ主給水ポンプ 

電動主給水ポンプ
出口弁

Ｂ

タービン動主給水ポンプ

蒸気発生器へ

ウォーミング配管

主給水ポンプ
出口配管

水

停止
中

主給水ポンプ出口配管へ

停止
中

停止
中

停止
中

停止
中

給水ブースタ
Ｂポンプ 

給水ブースタ
Ａポンプ 

給水ブースタ
Ｃポンプ 

残留空気

Ａ

停止
中

３添付資料― 

３． 、  主給水ポンプを起動し 出口弁を　
、　　開けたことにより空気が圧縮され 

　　配管内に圧力変動が発生しウォー
　　ミング配管のサポートの外れが発
　　生

① 、 電動主給水ポンプが起動し 出口弁　
。　 が開となる 

② 水圧が主給水ポンプ出口配管にかか
、   り残留していた空気を圧縮し その反

   発により圧力変動が発生

③ 圧力変動による力でウォーミング配管
　 が一時的に動いて配管サポートが外
。   れた 

① 主給水ポンプ　 　
、　起動 出口弁開

② 残留していた空気の
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③ 圧力変動による力で配管が　
一時的に動いて配管サポ ート
　の 外れが発生
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